
 

１　基本目標・施策分野の名称

３　予算・決算の状況 　（単位：千円）

施策の評価（分析）
改正道路交通法の施行に伴い、自転車利用者のヘルメット着用が全ての利用者に拡大され、努力義務化された。町はいち
早く、ヘルメット購入における補助制度を構築し、実施したことは制度周知を含め評価できる。

地方債及びその他の特定財源 9,900 0 6,700

総事業費（計） 53,091 56,033 41,986 0 0

都支出金 4,500 13,800 1,000

一般財源 38,691 34,286

国庫支出金 0 5,400 0

39,935

決　算　額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

　（単位：千円）

96件

都支出金 5,910 13,800 900

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 41,686 40,603

36,833

基本目標 5 　環境にやさしい安全・安心なまち

施策分野 2 　安全・安心な生活の確保

226件 171件 199件

令和6年度

200件
（　　　　　　）

令和7年度 目標値
（実績値）

犯罪発生件数
228件

（令和元年）

10年後のめざす姿
　犯罪、事故の少ない安全で安心して暮らせるまちのなかで、自立した消費者による適切な消費生活が送れ
ています。

指標名

２　施策数値指標

115件
（　　　　　　）

総事業費（計） 57,496 61,203 50,735 0 0

地方債及びその他の特定財源 9,900 0 9,900

国庫支出金 0 6,800 0

134件
（令和元年）

96件 112件

施　策　分　野　評　価　シ　ー　ト

予　算　額

-説明・コメント

現状値
実　績

令和3年度 令和4年度 令和5年度

交通事故発生件数

 



令和７年度 ー ー

ー ー

令和４年度 ー

2
駅駐輪場及び自由通路に
おける利便性の向上

安全・安心課

1 安全安心まちづくり 安全・安心課

ー

令和５年度 ー ー

令和６年度 ー ー

令和３年度

24,599

５　個別事務事業概要 （単位：千円）

ー

施策 ー 基本構想・重視すべき視点 ー

４　重点施策　　　　　　　　　　　　　　　　　 担当課

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

22,075

事務事業の概要

住民が安全・安心して生活できるように、各関係機関、町民、事業者、ボランティア
団体等と協力連携して「犯罪が発生しない、犯罪をおこさせない」環境を構築してい
く。

29,622

№ 事務事業名 担当
令和5年度

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

令和6年度
当初予算額

事務事業の概要
箱根ケ崎駅自転車等駐車場及び箱根ケ崎駅東西自由通路について、指定管理者制度を導
入することにより、駐輪場利用者への対応や料金収受などの運営管理、清掃、機器の保守点
検などの施設管理を委託しているほか、町の玄関口として駅東西自由通路を活用した町の
観光や産業のＰＲを行い、利用者サービスの向上と、町の活性化に貢献している。・駅利用者
の増加に対応した、駐輪場施設の利便性の向上及び自由通路のサービス向上を図り、必要
な修繕を適切に実施し、利用者ニーズに応える。

20,873

当初予算額 決算額

21,113 21,113

合　計　額 46,67450,735 41,986

再掲として、７－４公共施設マネジメントに記載あり


